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た。今はハーベスタという機械がありまして，木を
伐り倒して枝を払って，丸太に刻むという一連の工
程を一台でできてしまう。その機械がどんどん増え
ています。作業員さんが一日に生産できる丸太の量
も，以前の2倍から3倍くらいに増えたんですね。
鈴木P：すばらしい！
今廣：高性能林業機械はとてもカッコいいですから
ね。ぜひ見て欲しいですね。
鈴木P：私，こういう機械が導入されているのだとい
うことを初めて知りました。便利で，さらにカッコ
よさもある。
今廣：しかも，女性も乗っていたりする。チェーンソ
ーだと体力仕事になってしまうけれど，機械化が進
むと女性も操作できて，林業に参加しやすくなりま
す。現場の雰囲気もたぶん昔とはかなり変わってい
るのではないかと思います。
鈴木P：そういった方々に支えられて，そして新しい
機械も支えてくれている，ということなのですね。

（中略）
鈴木P：カラマツの乾燥の新技術・コアドライでどん
な効果が生まれているのでしょうか。
酒井：家を建てた後にカラマツの柱や梁がねじれた
り，割れたりするのを予防する効果があります。文
字通り“コア”，つまり木材の内部まで乾いた製材を
つくるための新しい乾燥技術です。これまで，家づ
くりの材料としてはちょっと敬遠されてきた北海道
のカラマツを住宅用の柱や梁としても安心して利用
していただけるように開発されました。
鈴木P：やはり，北海道のお家にもっとカラマツを使
ってほしいという思いから開発されたのでしょう
か。
酒井：はい。そうやって町に北海道の木を使った建物
が増えていくことを，私たちは「街の中に森が増え
ていく」という風にとらえています。森の木は，伐
られた後も木材として何十年も生き続けていくから
です。
鈴木：伐った後も生き続ける･･･それは確かにロマン
ですね。

（中略）
鈴木：地材地消という言葉があるそうですが？
今廣：地「産」地消という言葉は食べ物などで聞くこ
とがあると思いますが，地「材」地消は地域で生産
された木材や木製品を地域で有効利用，消費してい

こう，ということです。
鈴木：地域の木を地元で使うことのメリットはあるの
でしょうか。
今廣：はい。地元の山や森を守っていくことにつなが
ります。地域で育った材を使うことで，山の木が売
れて収入になり，そのお金でまた木を植えて，育
て，また伐る。このサイクルが回っていくと，地域
の林業，木材産業，経済の活性化につながります。
地元の木を使うことは，輸送距離が短いということ
なので，温室効果ガスの排出が抑えられ，環境面に
もやさしいです。
鈴木：地材地消，地元で使って消費することは，それ
だけの良いところがあるということなんですね。
今，使われているのは人工林の木が多いのでしょう
か？
今廣：はい，今使っている木のほとんどは人工林から
出た，人の手で植えられた木になります。
酒井：山で木を切っている若いオペレーターさんが
「俺のじいちゃんが植えた山を俺が伐るんだよ」
と，元気にお話ししてくれます。そういう風に世代
を超えて使われていく資源です。将来のことを考え
て，ぜひ山に木を植えていただきたいです。

（中略）
鈴木P：北海道のカラマツの海外への輸出状況はどの
ようになっているのでしょうか。
今廣：カラマツはほとんど輸出されていなくて，輸出
されているのはトドマツです。丸太の状態で海外
（おもに中国と韓国ですが）に輸出されています。
丸太で出て行くということは，北海道の大切な資源
を海外にあげてしまっているというような状況と言
えます。一番理想的なのは，丸太を北海道で加工し
て，付加価値をつけて海外に輸出することです。そ
うして北海道にちゃんと利益が戻ってくることを目
指して頑張っています。
鈴木P：そのために，いろいろとチャレンジしてい
る，ということなのですね。
今廣：はい。製品で売り出していきたいということで
始まったのが，HOKKAIDO　WOODという道産木
材製品をブランディングした取り組みになります。
北海道で生まれた木を使って，北海道で加工された
製品につけた名前です。北海道の木材製品をPRす
るためのブランドとして，道内はもちろん道外や海
外に向けても広く知ってもらおうと頑張っていると

ころです。
鈴木P：私，トートバッグに注目したのですが，これ
素敵ですね。
今廣・酒井：ありがとうございます！
鈴木P：バッグに白く印刷されているマーク，パッと
見たときには木の切り株に見えますが，字になって
いるのですね。
今廣：北海道の北，という字を模して，切り株のよう
に見立てているロゴマークになります（図）。タグ
は北海道の白樺（シラカンバ）でつくったキーホル
ダーをつけています。
鈴木P：ロゴマークは，使うのに許可が必要だったり
するのでしょうか。
今廣：ホームページから届出をした上で，ルールを守
って使っていただければと思います。北海道産の木
材製品を取り扱っている企業，団体，個人，さらに
北海道産木材製品を応援したい方々に，自由にロゴ
を使って広めていただきたいです。
鈴木P：今日のMyポイントは「地材地消」と「PR」。
私，今回お話しを伺って，地材地消の取り組みをは
じめて知りました。北海道産の木材とそれを加工し
た製品の魅力を北海道民の私たちが知らないのは，
もったいないですよね。

■たくさんの反響
数週間後，Air-Gよりリスナープレゼントの応募に
添えられた番組への感想が届きました。
・カラマツ・トドマツは，ネームだけ聴いたことがあ
り，深くまで知らなかったので今回興味深く聴かせ
ていただきました。北海道は自然そのものがブラン
ドだと思いますので，これからも関心を持ちたいと
思います（旭川市）。

・子供の教科書で，森林はそっとしておくのもダメだ
と書いてありました。木を間引きしていかないとい
ろいろ大変みたいですね。人間の力が必要なんです
ね。（豊富町）
・「地材地消」は初めて聞く言葉でしたので，とても
興味深くお話を聞かせていただきました。北海道の
木材を使った家を建てることで，「街の中に森が増
えていく」，「木材が家として何十年も生き続ける
ことにつながる」という発想は，とても夢がある表
現で，魅力を感じました。（苫小牧市）
・海外から大木が輸入されていることもありますが，
地元で育った木が伐られ材木となり，その場で加工
され，新しい命を宿し地域の人たちと共にすること
に世代を越えたロマンを感じました。（札幌市）
・恥ずかしながら「地材地消」というフレーズは，初
めて知りました。北海道の厳しい気候に耐えて育っ
た木材に囲まれた生活は，どこで育ち，いつ伐採さ
れたのかわからない，輸入木材に囲まれた生活とは
比べ物にならないくらい安心感があり，健康にも良
いですよね。「地材地消」の価値を理解し，少しで
も貢献していきたいなと感じました。（札幌市）
・今度木材を運ぶトラックを見かけたときは，「なん
の丸太が運ばれているのかな？」と見入ってしまい
そうですし，その後どんな形に生まれ変わるのかに
想いを馳せてしまいそうです。HOKKAIDO 
WOODのサイト，木材についてはもちろん，北海
道の豊かな森で働く林業のお仕事にも興味が湧く素
敵なサイトで，つい読み込んでしまいました。（札
幌市）
・地元のカラマツを使った家具，木製品を作っていま
す。HOKKAIDO　WOODのロゴマークが可愛いの
で，ロゴと一緒に地材地消，北海道産材の製品を広
めていきたいと思っています。（網走郡）

■おわりに
今回のラジオ出演で触れることのできた「一般的な
方々のモノの見方」は，私にとって新鮮な風を身に受
けたように感じました。いただいた反響を大事に心に
刻みたいと思います。貴重な経験をさせていただきま
したことを，この場を借りて関係者の皆様に心よりお
礼申し上げます。

■はじめに
2020年10月に（株）エフエム北海道より依頼を受

け，AIR-Gの番組「世界のあこがれ～北海道ブランド
*」に2週にわたり出演しました。僭（せん）越ながら
北海道のカラマツ・トドマツやHOKKAIDO　WOOD
の取り組みについて紹介して参りました。応援団とし
て，北海道庁水産林務部からHOKKAIDO　WOODの
事務局を担当されている今廣佐和子さんも一緒に出演
していただきました。
ここではその反響を含めて，ラジオ出演時の様子を
お伝えします。
*：毎週日曜日・18時30分～18時55分

■収録スタジオにて
内装に木をふんだんに使ったスタジオで，スタッフ
の皆さんや，番組進行役のパーソナリティ鈴木舞さん
にお会いしました。その際にカラマツ・トドマツの木
材サンプルをお渡しすると，皆さん口を揃えて「これ
が北海道産の木！初めて見た！」とおっしゃいます。
初めて，と聞き私は「そんなはずはないですよ ･･･」
と心の中で思いました。皆さんは「木材を使った建造
物やインテリアは常に目にしているけれど，北海道の
木かどうか，産地はほとんど考えたことがなかった」
とのことでした。一般的な道民の方々の感覚はそうな
のかもしれません。「ぜひこの機会にラジオでPRし
てください」という流れになりました。

■世界のあこがれ・・・
「世界のあこがれ～北海道ブランド」は，北海道が
世界へ誇る自然・まち・暮らし・地域など北海道ブラ
ンドの魅力や可能性をテーマにしたトーク番組です。
放送開始から3年の間にオンエアされたテーマは「摩
周湖」「美瑛町」「コンサートホールKITARA」「北
海道のカニ」「ワイン」「イカ釣り機」「じゃがいも
収穫機」など多岐に渡ります。木材分野では「旭川家
具」「フローリング用単板」等を取り上げてきたそう
です。北海道の樹種そのものをテーマにするのは今回

が初めてとのことでした。
今廣さんが持参したHOKKAIDO　WOODのトート
バックをはじめ宣伝用グッズはスタッフの皆さんに好
評で，リスナー向けのプレゼントにしていただけるこ
とになりました（写真）。

■収録中とオンエア
私も今廣さんも，ラジオ出演はもちろん初めてです。
コロナ対策のしっかり施されたスタジオでマイクを前
にし，緊張でカチコチでした。収録中，私達は返答に
詰まったり言い間違えたりしながらも，鈴木パーソナ
リティの絶妙なリードで，徐々に慣れてきました。
以下では「北海道のカラマツ・トドマツ」として
2020年11月1日と8日にオンエアされた内容から抽出
してご紹介します。

鈴木P：カラマツの生産システムについて伺いたいの
ですが。
酒井：木を伐るための昔ながらの道具というと，皆さ
んご存じのチェーンソーです。これで木を伐り倒し
て，ブルドーザーで引っ張る。山の中の平らなとこ
ろに木を集めて，またチェーンソーで丸太に刻む，
というのが伝統的な北海道の丸太の生産方法でし

写真1　北海道庁赤れんが庁舎記念室の扉

写真2　北海道立北の森づくり専門学院応接室の
タモテーブル　　　　　　　　　

を重ねるとだんだん狭くなっていくのが普通です（写

真4，木口面参照）。やや狭いくらいの年輪幅で髄か
ら樹皮側まで一定に揃っているのが，製品の質を一定
にする上では理想的と言えます。特に，化粧材となる
突板では直径40cm以上の原木が望まれるだけでな
く，年輪幅が一定していることで装飾的価値も高まり
ます。ロシア産タモは，展示会場に並ぶ多彩な原木の
中でも目立って大径で，しかもきれいな円筒形であ
り，年輪幅が1～2mm前後でほぼ一貫しており（写

真3，木口面参照），ロシア語のタグがついていなく
てもそれと察せられるほどに立派な丸太です。立米単
価は10万円を下ることはまずなく，時には20万円の
大台を超えることもあります。突板業者による高額落
札が多いのも頷けるところです。もちろん，製材とし
ても，北の森づくり専門学院に置かれたような大きな
テーブル天板などは，自然志向の人々の間で要望が高
まっているようです。
いいことづくめのロシア産タモは，旭川林産協同組
合の記録によれば1992年から取り扱いが始まり，当
初はかなり大量に出品されましたが，その後，入荷が
不安定になってきています。関税による価格の高騰
や，2014年にはロシア国内のヤチダモ，ナラ類がワ
シントン条約付属書Ⅲの規制対象樹種となったことな
どが直接の理由として挙げられますが，中国での木材
需要拡大が関係していると思われます。ロシア極東を
担当していた知人の商社マンから「（アムール）川の
向こうに全部持っていかれちゃった」と嘆声を聞いた
ことがあります。彼が買い付けていたのはマツ類です
が，広葉樹材も同様なのではないでしょうか。1990

年代初頭には，集成材工場の土場に中国産タモ原木が
うずたかく積まれていましたが，今や，中国産原木を
目にすることもありません。国内にかつての天然林材
のような資源が少ない現在，日本古来の木材利用文
化，培ってきた技術を継承するためにも，質の良い輸
入材はありがたい存在ですが，ロシア産原木が2022
年から輸出禁止となる可能性が報道されているほか，
遠くの運河で輸送船が一隻座礁しただけでも日本への
物流が滞るような世界情勢です。将来的に，自国の現
存天然林資源を利用できるように管理して行くこと
や，用材利用を視野に入れた積極的な植林，育林が重
要だと思います。
ヤチダモは，広葉樹の中では，比較的古くから植栽
が行われてきています。よく目に付くのは耕地防風林
ですが，耕作放棄地や河川沿いなどに案外多くのヤチ
ダモ人工林があります。人工林の木材は，天然林材に
比べて質が劣るのではないかと危惧されるのは針葉樹
と同じですが，道有林で70～80年ほど育ったヤチダ
モ人工林では，太いものでは胸高直径50cm級のもの
もあり，年輪幅の変動は大きいものの，木材の強度性
能などは，天然林材とそん色ないことが分かっていま
す2)。年月を要する広葉樹の育成ですが，百年後，数
百年後を見通した広葉樹材に関する持続可能な開発目
標の確立が望まれるのではないでしょうか。

■参考文献
１）佐藤真由美：林産試だより，2007年1月号，p.3．
２）佐藤真由美：林産試だより，2018年1月号，pp.
　　11-22．

■はじめに
旧北海道庁赤れんが庁舎記念室（旧長官室）の壁や
扉を飾っていたのはタモの玉杢（もく）です（写真1）1)。
札幌の街区開発の際に，低地帯に林立していて支障木
とされたであろうヤチダモ巨木群から得られたのかも
知れません（本稿では，木材の流通名として「タ
モ」，樹木の標準和名として「ヤチダモ」と使い分け
ます）。太いヤチダモの樹幹下部には，波杢や縮み杢
など，変わった木目が出やすいのです。個人的にはニ
スのしみ込んだギラギラ感に目が回ってしまいます
が，往時の長官室を訪れた内外の要人たちを驚かせた
と想像されます。一方，この3月に竣工したばかりの
北海道立北の森づくり専門学院の応接室には，タモ天
板の大きなテーブルが設えられていました（写真

2）。シンプルながら，なかなかの存在感を醸し出し
ています。
　

再び赤れんがに話を戻すと，その階段の手すりがま
たタモ材でした。人間の体重を安全に支える強度を要
する階段手すり，踏板には，今日でもタモ集成材が多
く使われています。強度性能に優れるタモ材は，椅子
やカウンターなどに，また，衝撃にさらされるソリや
スキー，ホッケースティックやバットなどのスポーツ
用具材としても，美しさを兼ね備えた強じんさを発揮
してきました。
旭川市で開催されている北海道産広葉樹銘木市の出
品明細書では，樹種別リストの筆頭にタモが挙げられ
ています。原木丸太の価値基準として，無駄なく扱い
やすい通直（曲がりが無い），完満（細りが少ない）
といった形状が有利になることは言うまでもありませ
ん。曲がりや枝分かれが多い広葉樹の中で，ヤチダモ
の特に雄株は，まっすぐに高く伸び，いわゆる円筒形
の丸太が得られやすく，上述のように，装飾的な突板
にも，強度を求められる製材にも，重宝されてきまし
た。樹種としてトップに君臨するのも不思議ではあり
ません。出品量から見ても，ナラに次いで，メジロカ
バと並び，トップ3の一角を占めています。出品量は
多いのですが，20年ほど前の1989年の明細書には掲
載されていた径級60cmを超えるような大径材は，現
在では非常に少なくなりました。人の手が届くところ
には巨木が無くなり，今般，山深く分け入って一本の
巨木を探すような収穫をする事業体はありません。
そこで，花形となっているのが，ロシア産タモです
（写真3）。ロシア産ヤチダモは，樹種としては，北
海道のヤチダモと同種または変種関係とされ，木材の
外観や性質は基本的には同じです。
ヤチダモを含む環孔材（横断面で大きな道管が年輪
界に沿って環状に配列する）では，年輪幅が広いほう
が材密度が高く，逆に極端に狭いと「糠目（ぬか
め）」と呼ばれる低密度な材になります。木材の強度
は密度との関係が深く，年輪幅が狭過ぎる場合は，強
度を要する用途には向きません。しかし，一般的に，
成長初期の好条件による旺盛な肥大成長の結果である
広い年輪幅は何十年も維持されるものではなく，樹齢

銘木市に見られる北海道産広葉樹材
（2）タモ

道総研林産試験場　佐　藤　真由美

■2020年度事業報告について
１　会員の動向

　　2020年4月当初145名，入会1名，退会1名により2021年3月末現在で145名となった。

２　諸会議の開催

第1回理事会を2020年4月24日～4月30日に，2020年度通常総会を2020年5月1日～5月22日にそれぞれ書

面開催した。

３　普及事業

　(1)　林産技術普及事業

　　ア　木材利用に関する相談事業の実施

　　　①道産材の利用に関する相談に応えるとともに，研究機関や取扱事業体を紹介した。

　　イ　講演会等の開催

　　　①総会記念講演会は中止した。

　　　②Web版「木になるフェスティバル（主催：道総研林産試験場）」に協力した。

　　　　開催期間：9月15日～10月15日

　　　　参加者数：113名

　　ウ　会誌・図書の発行事業

　　　①800～811号の「ウッディエイジ(木材の研究と普及)」を発行した。

　　　②展示クラフト（22団体）の紹介パンフレットを作成し，来館者に配布した。

　　エ　ホームページの活用

　　　①イベントや講習会開催等の情報提供を行った。

　　　②ウッディエイジ記事の公開を行った。

　(2)　その他事業

　　ア　展示品維持管理事業

　　　　展示品維持管理業務を道総研から受託した。

　　イ　きのこ栽培試験管理事業

　　　　きのこ栽培試験管理業務を道総研から受託した。

　　ウ　講習物販等事業

　　　①木材乾燥講習会を実施した（（公社）日本木材加工技術協会北海道支部との共催）。

　　　　2020年10月1日～2日，林産試験場講堂，受講者6名

　　　②令和2年度建築・住宅セミナーを後援した（主催：（地独）北海道立総合研究機構ほか）。

　　　　2021年2日9日，オンライン

　　　③「上川地域水平連携協議会」事務局として活動した。

　　　④会員企業支援事業：林産試験場での依頼試験等を実施した会員に，所用経費の1/2を助成した。

■2020年度正味財産増減計算

■2021年度事業計画
１　林産技術普及事業[実施事業等会計]

(1) 「木と暮らしの情報館」来館者からの林産技術や木製品に関する質問，一般市民からの電話等による問合

せに対し，簡易な説明と林産試験場，木材企業の紹介等を行う。

(2) 林産試験場との共催で，木になるフェスティバルを開催する。

(3) 北海道森林建築セミナー実行委員会との共催で，森林・建築セミナーを開催する。

(4) 一般市民に対し，木材利用の促進を図る普及活動を実施する。

(5) 会誌「ウッディエイジ(木材の研究と普及)」を月刊発行(812～823号)する。

(6) ウッディエイジ記事のホームページでの公開を進める。

(7) 会員企業リストをホームページに掲載する。

(8) 公設試験研究機関，大学，木材加工企業等に対し，会誌及び木材乾燥等の技術資料提供に努める。

(9) 木と暮らしの情報館に展示しているクラフトの紹介パンフレットを作成し，来館者に配布する。

(10)トドマツ等地域材の有効利用拡大を目的とした「上川地域水平連携協議会」の活動を支援する。

２　展示品維持管理事業[その他事業]

　　林産試験場木と暮らしの情報館に係る「展示品維持管理業務」の受託に努める。

３　きのこ栽培試験管理事業[その他事業]

　　林産試験場に係る「きのこ栽培試験管理業務」の受託に努める。

４　講習物販等事業[その他事業]

(1) 講演会，講習会を開催するする。

(2) 会員企業が林産試験場へ依頼試験等を行う場合に，費用の一部を助成する。

■2021年度収支予算
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た。今はハーベスタという機械がありまして，木を
伐り倒して枝を払って，丸太に刻むという一連の工
程を一台でできてしまう。その機械がどんどん増え
ています。作業員さんが一日に生産できる丸太の量
も，以前の2倍から3倍くらいに増えたんですね。
鈴木P：すばらしい！
今廣：高性能林業機械はとてもカッコいいですから
ね。ぜひ見て欲しいですね。
鈴木P：私，こういう機械が導入されているのだとい
うことを初めて知りました。便利で，さらにカッコ
よさもある。
今廣：しかも，女性も乗っていたりする。チェーンソ
ーだと体力仕事になってしまうけれど，機械化が進
むと女性も操作できて，林業に参加しやすくなりま
す。現場の雰囲気もたぶん昔とはかなり変わってい
るのではないかと思います。
鈴木P：そういった方々に支えられて，そして新しい
機械も支えてくれている，ということなのですね。

（中略）
鈴木P：カラマツの乾燥の新技術・コアドライでどん
な効果が生まれているのでしょうか。
酒井：家を建てた後にカラマツの柱や梁がねじれた
り，割れたりするのを予防する効果があります。文
字通り“コア”，つまり木材の内部まで乾いた製材を
つくるための新しい乾燥技術です。これまで，家づ
くりの材料としてはちょっと敬遠されてきた北海道
のカラマツを住宅用の柱や梁としても安心して利用
していただけるように開発されました。
鈴木P：やはり，北海道のお家にもっとカラマツを使
ってほしいという思いから開発されたのでしょう
か。
酒井：はい。そうやって町に北海道の木を使った建物
が増えていくことを，私たちは「街の中に森が増え
ていく」という風にとらえています。森の木は，伐
られた後も木材として何十年も生き続けていくから
です。
鈴木：伐った後も生き続ける･･･それは確かにロマン
ですね。

（中略）
鈴木：地材地消という言葉があるそうですが？
今廣：地「産」地消という言葉は食べ物などで聞くこ
とがあると思いますが，地「材」地消は地域で生産
された木材や木製品を地域で有効利用，消費してい

こう，ということです。
鈴木：地域の木を地元で使うことのメリットはあるの
でしょうか。
今廣：はい。地元の山や森を守っていくことにつなが
ります。地域で育った材を使うことで，山の木が売
れて収入になり，そのお金でまた木を植えて，育
て，また伐る。このサイクルが回っていくと，地域
の林業，木材産業，経済の活性化につながります。
地元の木を使うことは，輸送距離が短いということ
なので，温室効果ガスの排出が抑えられ，環境面に
もやさしいです。
鈴木：地材地消，地元で使って消費することは，それ
だけの良いところがあるということなんですね。
今，使われているのは人工林の木が多いのでしょう
か？
今廣：はい，今使っている木のほとんどは人工林から
出た，人の手で植えられた木になります。
酒井：山で木を切っている若いオペレーターさんが
「俺のじいちゃんが植えた山を俺が伐るんだよ」
と，元気にお話ししてくれます。そういう風に世代
を超えて使われていく資源です。将来のことを考え
て，ぜひ山に木を植えていただきたいです。

（中略）
鈴木P：北海道のカラマツの海外への輸出状況はどの
ようになっているのでしょうか。
今廣：カラマツはほとんど輸出されていなくて，輸出
されているのはトドマツです。丸太の状態で海外
（おもに中国と韓国ですが）に輸出されています。
丸太で出て行くということは，北海道の大切な資源
を海外にあげてしまっているというような状況と言
えます。一番理想的なのは，丸太を北海道で加工し
て，付加価値をつけて海外に輸出することです。そ
うして北海道にちゃんと利益が戻ってくることを目
指して頑張っています。
鈴木P：そのために，いろいろとチャレンジしてい
る，ということなのですね。
今廣：はい。製品で売り出していきたいということで
始まったのが，HOKKAIDO　WOODという道産木
材製品をブランディングした取り組みになります。
北海道で生まれた木を使って，北海道で加工された
製品につけた名前です。北海道の木材製品をPRす
るためのブランドとして，道内はもちろん道外や海
外に向けても広く知ってもらおうと頑張っていると

ころです。
鈴木P：私，トートバッグに注目したのですが，これ
素敵ですね。
今廣・酒井：ありがとうございます！
鈴木P：バッグに白く印刷されているマーク，パッと
見たときには木の切り株に見えますが，字になって
いるのですね。
今廣：北海道の北，という字を模して，切り株のよう
に見立てているロゴマークになります（図）。タグ
は北海道の白樺（シラカンバ）でつくったキーホル
ダーをつけています。
鈴木P：ロゴマークは，使うのに許可が必要だったり
するのでしょうか。
今廣：ホームページから届出をした上で，ルールを守
って使っていただければと思います。北海道産の木
材製品を取り扱っている企業，団体，個人，さらに
北海道産木材製品を応援したい方々に，自由にロゴ
を使って広めていただきたいです。
鈴木P：今日のMyポイントは「地材地消」と「PR」。
私，今回お話しを伺って，地材地消の取り組みをは
じめて知りました。北海道産の木材とそれを加工し
た製品の魅力を北海道民の私たちが知らないのは，
もったいないですよね。

■たくさんの反響
数週間後，Air-Gよりリスナープレゼントの応募に
添えられた番組への感想が届きました。
・カラマツ・トドマツは，ネームだけ聴いたことがあ
り，深くまで知らなかったので今回興味深く聴かせ
ていただきました。北海道は自然そのものがブラン
ドだと思いますので，これからも関心を持ちたいと
思います（旭川市）。

・子供の教科書で，森林はそっとしておくのもダメだ
と書いてありました。木を間引きしていかないとい
ろいろ大変みたいですね。人間の力が必要なんです
ね。（豊富町）
・「地材地消」は初めて聞く言葉でしたので，とても
興味深くお話を聞かせていただきました。北海道の
木材を使った家を建てることで，「街の中に森が増
えていく」，「木材が家として何十年も生き続ける
ことにつながる」という発想は，とても夢がある表
現で，魅力を感じました。（苫小牧市）
・海外から大木が輸入されていることもありますが，
地元で育った木が伐られ材木となり，その場で加工
され，新しい命を宿し地域の人たちと共にすること
に世代を越えたロマンを感じました。（札幌市）
・恥ずかしながら「地材地消」というフレーズは，初
めて知りました。北海道の厳しい気候に耐えて育っ
た木材に囲まれた生活は，どこで育ち，いつ伐採さ
れたのかわからない，輸入木材に囲まれた生活とは
比べ物にならないくらい安心感があり，健康にも良
いですよね。「地材地消」の価値を理解し，少しで
も貢献していきたいなと感じました。（札幌市）
・今度木材を運ぶトラックを見かけたときは，「なん
の丸太が運ばれているのかな？」と見入ってしまい
そうですし，その後どんな形に生まれ変わるのかに
想いを馳せてしまいそうです。HOKKAIDO 
WOODのサイト，木材についてはもちろん，北海
道の豊かな森で働く林業のお仕事にも興味が湧く素
敵なサイトで，つい読み込んでしまいました。（札
幌市）
・地元のカラマツを使った家具，木製品を作っていま
す。HOKKAIDO　WOODのロゴマークが可愛いの
で，ロゴと一緒に地材地消，北海道産材の製品を広
めていきたいと思っています。（網走郡）

■おわりに
今回のラジオ出演で触れることのできた「一般的な
方々のモノの見方」は，私にとって新鮮な風を身に受
けたように感じました。いただいた反響を大事に心に
刻みたいと思います。貴重な経験をさせていただきま
したことを，この場を借りて関係者の皆様に心よりお
礼申し上げます。

■はじめに
2020年10月に（株）エフエム北海道より依頼を受

け，AIR-Gの番組「世界のあこがれ～北海道ブランド
*」に2週にわたり出演しました。僭（せん）越ながら
北海道のカラマツ・トドマツやHOKKAIDO　WOOD
の取り組みについて紹介して参りました。応援団とし
て，北海道庁水産林務部からHOKKAIDO　WOODの
事務局を担当されている今廣佐和子さんも一緒に出演
していただきました。
ここではその反響を含めて，ラジオ出演時の様子を
お伝えします。
*：毎週日曜日・18時30分～18時55分

■収録スタジオにて
内装に木をふんだんに使ったスタジオで，スタッフ
の皆さんや，番組進行役のパーソナリティ鈴木舞さん
にお会いしました。その際にカラマツ・トドマツの木
材サンプルをお渡しすると，皆さん口を揃えて「これ
が北海道産の木！初めて見た！」とおっしゃいます。
初めて，と聞き私は「そんなはずはないですよ ･･･」
と心の中で思いました。皆さんは「木材を使った建造
物やインテリアは常に目にしているけれど，北海道の
木かどうか，産地はほとんど考えたことがなかった」
とのことでした。一般的な道民の方々の感覚はそうな
のかもしれません。「ぜひこの機会にラジオでPRし
てください」という流れになりました。

■世界のあこがれ・・・
「世界のあこがれ～北海道ブランド」は，北海道が
世界へ誇る自然・まち・暮らし・地域など北海道ブラ
ンドの魅力や可能性をテーマにしたトーク番組です。
放送開始から3年の間にオンエアされたテーマは「摩
周湖」「美瑛町」「コンサートホールKITARA」「北
海道のカニ」「ワイン」「イカ釣り機」「じゃがいも
収穫機」など多岐に渡ります。木材分野では「旭川家
具」「フローリング用単板」等を取り上げてきたそう
です。北海道の樹種そのものをテーマにするのは今回

が初めてとのことでした。
今廣さんが持参したHOKKAIDO　WOODのトート
バックをはじめ宣伝用グッズはスタッフの皆さんに好
評で，リスナー向けのプレゼントにしていただけるこ
とになりました（写真）。

■収録中とオンエア
私も今廣さんも，ラジオ出演はもちろん初めてです。
コロナ対策のしっかり施されたスタジオでマイクを前
にし，緊張でカチコチでした。収録中，私達は返答に
詰まったり言い間違えたりしながらも，鈴木パーソナ
リティの絶妙なリードで，徐々に慣れてきました。
以下では「北海道のカラマツ・トドマツ」として
2020年11月1日と8日にオンエアされた内容から抽出
してご紹介します。

鈴木P：カラマツの生産システムについて伺いたいの
ですが。
酒井：木を伐るための昔ながらの道具というと，皆さ
んご存じのチェーンソーです。これで木を伐り倒し
て，ブルドーザーで引っ張る。山の中の平らなとこ
ろに木を集めて，またチェーンソーで丸太に刻む，
というのが伝統的な北海道の丸太の生産方法でし

写真3　ロシア産タモ原木（2021年4月） 写真4　写真3と同径級の道産タモ原木（2021年4月）

を重ねるとだんだん狭くなっていくのが普通です（写

真4，木口面参照）。やや狭いくらいの年輪幅で髄か
ら樹皮側まで一定に揃っているのが，製品の質を一定
にする上では理想的と言えます。特に，化粧材となる
突板では直径40cm以上の原木が望まれるだけでな
く，年輪幅が一定していることで装飾的価値も高まり
ます。ロシア産タモは，展示会場に並ぶ多彩な原木の
中でも目立って大径で，しかもきれいな円筒形であ
り，年輪幅が1～2mm前後でほぼ一貫しており（写

真3，木口面参照），ロシア語のタグがついていなく
てもそれと察せられるほどに立派な丸太です。立米単
価は10万円を下ることはまずなく，時には20万円の
大台を超えることもあります。突板業者による高額落
札が多いのも頷けるところです。もちろん，製材とし
ても，北の森づくり専門学院に置かれたような大きな
テーブル天板などは，自然志向の人々の間で要望が高
まっているようです。
いいことづくめのロシア産タモは，旭川林産協同組
合の記録によれば1992年から取り扱いが始まり，当
初はかなり大量に出品されましたが，その後，入荷が
不安定になってきています。関税による価格の高騰
や，2014年にはロシア国内のヤチダモ，ナラ類がワ
シントン条約付属書Ⅲの規制対象樹種となったことな
どが直接の理由として挙げられますが，中国での木材
需要拡大が関係していると思われます。ロシア極東を
担当していた知人の商社マンから「（アムール）川の
向こうに全部持っていかれちゃった」と嘆声を聞いた
ことがあります。彼が買い付けていたのはマツ類です
が，広葉樹材も同様なのではないでしょうか。1990

年代初頭には，集成材工場の土場に中国産タモ原木が
うずたかく積まれていましたが，今や，中国産原木を
目にすることもありません。国内にかつての天然林材
のような資源が少ない現在，日本古来の木材利用文
化，培ってきた技術を継承するためにも，質の良い輸
入材はありがたい存在ですが，ロシア産原木が2022
年から輸出禁止となる可能性が報道されているほか，
遠くの運河で輸送船が一隻座礁しただけでも日本への
物流が滞るような世界情勢です。将来的に，自国の現
存天然林資源を利用できるように管理して行くこと
や，用材利用を視野に入れた積極的な植林，育林が重
要だと思います。
ヤチダモは，広葉樹の中では，比較的古くから植栽
が行われてきています。よく目に付くのは耕地防風林
ですが，耕作放棄地や河川沿いなどに案外多くのヤチ
ダモ人工林があります。人工林の木材は，天然林材に
比べて質が劣るのではないかと危惧されるのは針葉樹
と同じですが，道有林で70～80年ほど育ったヤチダ
モ人工林では，太いものでは胸高直径50cm級のもの
もあり，年輪幅の変動は大きいものの，木材の強度性
能などは，天然林材とそん色ないことが分かっていま
す2)。年月を要する広葉樹の育成ですが，百年後，数
百年後を見通した広葉樹材に関する持続可能な開発目
標の確立が望まれるのではないでしょうか。

■参考文献
１）佐藤真由美：林産試だより，2007年1月号，p.3．
２）佐藤真由美：林産試だより，2018年1月号，pp.
　　11-22．

■はじめに
旧北海道庁赤れんが庁舎記念室（旧長官室）の壁や
扉を飾っていたのはタモの玉杢（もく）です（写真1）1)。
札幌の街区開発の際に，低地帯に林立していて支障木
とされたであろうヤチダモ巨木群から得られたのかも
知れません（本稿では，木材の流通名として「タ
モ」，樹木の標準和名として「ヤチダモ」と使い分け
ます）。太いヤチダモの樹幹下部には，波杢や縮み杢
など，変わった木目が出やすいのです。個人的にはニ
スのしみ込んだギラギラ感に目が回ってしまいます
が，往時の長官室を訪れた内外の要人たちを驚かせた
と想像されます。一方，この3月に竣工したばかりの
北海道立北の森づくり専門学院の応接室には，タモ天
板の大きなテーブルが設えられていました（写真

2）。シンプルながら，なかなかの存在感を醸し出し
ています。
　

再び赤れんがに話を戻すと，その階段の手すりがま
たタモ材でした。人間の体重を安全に支える強度を要
する階段手すり，踏板には，今日でもタモ集成材が多
く使われています。強度性能に優れるタモ材は，椅子
やカウンターなどに，また，衝撃にさらされるソリや
スキー，ホッケースティックやバットなどのスポーツ
用具材としても，美しさを兼ね備えた強じんさを発揮
してきました。
旭川市で開催されている北海道産広葉樹銘木市の出
品明細書では，樹種別リストの筆頭にタモが挙げられ
ています。原木丸太の価値基準として，無駄なく扱い
やすい通直（曲がりが無い），完満（細りが少ない）
といった形状が有利になることは言うまでもありませ
ん。曲がりや枝分かれが多い広葉樹の中で，ヤチダモ
の特に雄株は，まっすぐに高く伸び，いわゆる円筒形
の丸太が得られやすく，上述のように，装飾的な突板
にも，強度を求められる製材にも，重宝されてきまし
た。樹種としてトップに君臨するのも不思議ではあり
ません。出品量から見ても，ナラに次いで，メジロカ
バと並び，トップ3の一角を占めています。出品量は
多いのですが，20年ほど前の1989年の明細書には掲
載されていた径級60cmを超えるような大径材は，現
在では非常に少なくなりました。人の手が届くところ
には巨木が無くなり，今般，山深く分け入って一本の
巨木を探すような収穫をする事業体はありません。
そこで，花形となっているのが，ロシア産タモです
（写真3）。ロシア産ヤチダモは，樹種としては，北
海道のヤチダモと同種または変種関係とされ，木材の
外観や性質は基本的には同じです。
ヤチダモを含む環孔材（横断面で大きな道管が年輪
界に沿って環状に配列する）では，年輪幅が広いほう
が材密度が高く，逆に極端に狭いと「糠目（ぬか
め）」と呼ばれる低密度な材になります。木材の強度
は密度との関係が深く，年輪幅が狭過ぎる場合は，強
度を要する用途には向きません。しかし，一般的に，
成長初期の好条件による旺盛な肥大成長の結果である
広い年輪幅は何十年も維持されるものではなく，樹齢

木口面 木口面 

■2020年度事業報告について
１　会員の動向

　　2020年4月当初145名，入会1名，退会1名により2021年3月末現在で145名となった。

２　諸会議の開催

第1回理事会を2020年4月24日～4月30日に，2020年度通常総会を2020年5月1日～5月22日にそれぞれ書

面開催した。

３　普及事業

　(1)　林産技術普及事業

　　ア　木材利用に関する相談事業の実施

　　　①道産材の利用に関する相談に応えるとともに，研究機関や取扱事業体を紹介した。

　　イ　講演会等の開催

　　　①総会記念講演会は中止した。

　　　②Web版「木になるフェスティバル（主催：道総研林産試験場）」に協力した。

　　　　開催期間：9月15日～10月15日

　　　　参加者数：113名

　　ウ　会誌・図書の発行事業

　　　①800～811号の「ウッディエイジ(木材の研究と普及)」を発行した。

　　　②展示クラフト（22団体）の紹介パンフレットを作成し，来館者に配布した。

　　エ　ホームページの活用

　　　①イベントや講習会開催等の情報提供を行った。

　　　②ウッディエイジ記事の公開を行った。

　(2)　その他事業

　　ア　展示品維持管理事業

　　　　展示品維持管理業務を道総研から受託した。

　　イ　きのこ栽培試験管理事業

　　　　きのこ栽培試験管理業務を道総研から受託した。

　　ウ　講習物販等事業

　　　①木材乾燥講習会を実施した（（公社）日本木材加工技術協会北海道支部との共催）。

　　　　2020年10月1日～2日，林産試験場講堂，受講者6名

　　　②令和2年度建築・住宅セミナーを後援した（主催：（地独）北海道立総合研究機構ほか）。

　　　　2021年2日9日，オンライン

　　　③「上川地域水平連携協議会」事務局として活動した。

　　　④会員企業支援事業：林産試験場での依頼試験等を実施した会員に，所用経費の1/2を助成した。

■2020年度正味財産増減計算

■2021年度事業計画
１　林産技術普及事業[実施事業等会計]

(1) 「木と暮らしの情報館」来館者からの林産技術や木製品に関する質問，一般市民からの電話等による問合

せに対し，簡易な説明と林産試験場，木材企業の紹介等を行う。

(2) 林産試験場との共催で，木になるフェスティバルを開催する。

(3) 北海道森林建築セミナー実行委員会との共催で，森林・建築セミナーを開催する。

(4) 一般市民に対し，木材利用の促進を図る普及活動を実施する。

(5) 会誌「ウッディエイジ(木材の研究と普及)」を月刊発行(812～823号)する。

(6) ウッディエイジ記事のホームページでの公開を進める。

(7) 会員企業リストをホームページに掲載する。

(8) 公設試験研究機関，大学，木材加工企業等に対し，会誌及び木材乾燥等の技術資料提供に努める。

(9) 木と暮らしの情報館に展示しているクラフトの紹介パンフレットを作成し，来館者に配布する。

(10)トドマツ等地域材の有効利用拡大を目的とした「上川地域水平連携協議会」の活動を支援する。

２　展示品維持管理事業[その他事業]

　　林産試験場木と暮らしの情報館に係る「展示品維持管理業務」の受託に努める。

３　きのこ栽培試験管理事業[その他事業]

　　林産試験場に係る「きのこ栽培試験管理業務」の受託に努める。

４　講習物販等事業[その他事業]

(1) 講演会，講習会を開催するする。

(2) 会員企業が林産試験場へ依頼試験等を行う場合に，費用の一部を助成する。

■2021年度収支予算


